
■１０月７日（水） ■１０月８日（木） ■１０月９日（金）

テクトニクス 岩石・鉱物の変形と反応 沈み込み帯・付加体
座長：山口飛鳥，末岡茂 座長：大橋聖和，岡崎啓史 座長：濱田洋平，神谷奈々

14:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー）
韓国で約 2.5 Ga の花崗片麻岩の発見とその意義. 岩水
健一郎・早坂 康隆

2000年鳥取県西部地震余震域に産する断層ガウジの摩
擦特性. 森遥・大橋聖和

南部秩父帯に記録されたイザナギ-クラ海嶺沈み込みの
痕跡. 後藤寛貴・辻智大

14:15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー）
沖縄県慶良間諸島の地質から復元する琉球弧における
白亜紀テクトニクス. 山本一平・谷健一郎・纐纈佑衣・高下
裕章・福地里菜・山口飛鳥

福島県相馬地域，立石層石灰岩の変形と構造発達史.
横山裕晃・武藤潤・長濱裕幸

四国・九州四万十帯カルサイト脈のδ13C・δ18Oからみ
た沈み込み帯の地震発生帯における流体の起源. 内田
菜月・村山雅史・松原友輝・坂口有人

14:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:30
与那国島東部に露出する第四紀正断層の構造と発達過
程. 宮木晴矢・大橋聖和

四国中央部三波川帯におけるブロック状蛇紋岩の構造岩
石学的解析：深部スロー地震との関連性. 永田有里奈・
片岡賢悟・平内健一・大柳良介・岡本敦・道林克禎

四万十帯白亜紀セノマニアン付加体のコヒーレント相の地
震サイクルに伴う応力変化とSlip tendencyとDilation
tendencyの分布. 橋口誠・橋本善孝

14:45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 14:45 14:45
熊本県北部，星原部層中の小断層から求めた九州中部
の古応力. 川口慶悟・大橋聖和

ビトリナイト反射率から最高被熱温度を推定する際の
EASY%Roモデルの近似式について. 金木俊也・野田博之

房総半島前弧海盆の圧密特性. 神谷奈々・林為人

15:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 15:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 15:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー）
天草の中新世貫入岩体の方向. 牛丸健太郎・山路敦 Poly-Cataclasites. Yeo Thomas・Takeshita Toru 南海トラフ付加体を構成する堆積物の摩擦特性の時空間

変化. 奥田花也・Matt Ikari・Alexander Roesner・Katja
Stanislowski・Andre Hüpers・山口飛鳥・Achim Kopf

15:15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 15:15 15:15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー）
泥ダイアピル周辺の砕屑岩脈の方位解析による広域応力
の検出：中新統田辺層群の例. 安邊啓明・佐藤活志

変形バンド学事始め. 竹下徹・加地広美・Thomas Jing Yi
Yeo

アナログモデル実験による海山沈み込みに伴う付加体内
部の変形過程の観察. 大熊祐一・高下裕章・山田泰広・
野田篤・山口飛鳥・芦寿一郎

15:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エントリー） 15:30
小断層が示す前期中新世の応力：下部中新統一志層群
の例. 木下英樹・山路敦

Simple Topographic Parameter for Along-trench Friction
Distribution of Shallow Megathrust Fault. 高下裕章・芦
寿一郎・朴進午・宮川歩夢・矢部優

15:45
三次元断層帯内部構造：紀伊半島東部、中央構造線の
例. 香取拓馬・重松紀生・亀田純・宮川歩夢

※太字氏名：代表発表者．　　（エントリー）：学生優秀発表賞エントリー講演

日本地質学会構造地質部会2020年オンライン例会プログラム（すべて口頭発表）


